
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘す
るものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想で
あり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完
全性を保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者お
よび許諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

2014年07月28日【デイリー No.1,922】IMFの世界経済見通し（2014年7月） 
2014年07月18日【デイリー No.1,917】トルコの金融政策（7月） 

■トルコでは、昨年6月頃、エルドアン首相のイスラム主義的
な志向や強権的な手法への反発などから、大規模な反政府
デモが発生しました。また、昨年12月以降、閣僚の汚職や自
身の資金疑惑などから、エルドアン氏への批判が強まる局
面もありました。 

■そのような逆風のなか、AKPは、今年3月に実施された地方
選挙で前回を上回る得票率で勝利しました。エルドアン氏は、
今回の大統領選挙でも勝利したことにより、政界の実力者と
して立場を強めた格好です。首相に就任した2003年以降、
高い経済成長率を実現（2003年～2013年の実質GDP成長
率の平均は、年＋5.0％）したことなどから、経済運営の手腕
が評価されたと見られます。 

トルコの大統領選挙（トルコ） 

2014年8月12日 

トルコでは、大統領が国家元首を務め、首相の任命や、条約の締結など、儀礼的な職務を行いま
す。現職のギュル大統領は、2007年7月の総選挙で勝利した公正発展党（AKP）から国会議員の互
選により選出され、任期の7年が近く満了します。今回の大統領選挙は、改正された憲法に基づく
初の国民による直接選挙となり、8月10日に投票が行われました。 

（No.1,390）〈マーケットレポートNo.3,732〉 

AKPは、今年2回の重要な選挙で勝利し、支持を
固めました。しかし、現段階では、エルドアン氏が
後継の党首や首相を指名していないため、政府・
与党がどのような人物を中心に政治運営を行って
いくか、不透明な状況です。目先は、後継人事や
指名された人物の政治手腕などに注目が集まり
そうです。 

■今後は首相の後継人事などに注目が集まる ■大統領の権限強化を目指す動きにも注目 

首相のエルドアン氏が過半数の票を獲得し、大統領に当選 
決選投票を待たずに決着 

3月の地方選挙に続きAKPが勝利 
エルドアン氏の経済運営などが評価される 

首相の後継人事や、新大統領の政治への関与などに注目 

エルドアン氏は、大統領に就任後も積極的に国政
への関与を続ける意向を示しています。同氏が後
継首相の政治運営にどの程度影響を及ぼすか、
注目されます。また、AKPとエルドアン氏は大統領
の権限を強化する憲法改正にも意欲的です。エル
ドアン氏の影響力が拡大するか今後も注目です。 

■大統領選挙は、7月11日に候補者が公表されて選挙戦がスタートし、AKPから党首のエルドアン首
相、主要野党統一候補のイフサンオール氏などが立候補していました。 

■現地の報道によると、8月10日の1回目の投票でエルドアン首相が約52％（99％開票時点）の票を獲
得し、当選を決めました。任期は5年間で、再選が1回に限り可能なため、最長で10年間在職するこ
とができます。過半数の得票者がいない場合の決選投票は実施されないことになりました。 
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